・実習課題

1)地質調査・植生調査・測量実習　資源開発・環境評価の初歩と基盤整備のための基礎調査。

USPの教員・学生と共同学習。(9/3-9/6)

2)離島におけるリゾートの基盤設備の見学。特に水関係と電源、通信などの設備と運用状況。(9/7,8)

3)異文化の中での共同生活、自炊、市場の買い出し、日々の課題達成のための共同作業。

4)各自でテーマを決めて、デジタルカメラ・ビデオカメラを用いて記録をとり、編集する。画像はhtml文書としてレポート化。

・実習の特色

1)費用をぎりぎりまで切りつめた、低予算実習

　調査期間は基本的に自炊。物価が安い。現地企業のコーディネート協力。航空券の早期手配。

2)国際交流、英会話の実践

　USP（南太平洋大学・本部スバ）の学生・教員と共同で作業。調査地の村での交流。市場での交渉。

3)調査に最適な気候・季節

　９月は乾期で降水量が少ない。熱帯でも涼しい時期で残暑の東京よりはるかに快適。

4)異文化の中での生活体験

　カヴァの儀式など、村の伝統的習慣に沿った行動。内陸の調査期間中は自炊を基本とする。食材の買い出しや洗濯も自力で。最終日は村の集会場に宿泊（希望者）。

5)継続的な調査と記録の蓄積

毎年同時期に実施予定：資源開発と基盤整備事業の過程を記録し、調査結果を地域に還元できる。

・今後の日程

5/7,10　説明会実施（工学部）

5/14?　説明会実施（環境情報学部）

5/19　参加申し込み締め切り

6/1頃 参加者決定・通知　航空券手配

6月中　参加者事前説明会、マスメディア論学習会

8/22-24　直前学習会

830　実習開始

・申し込み方法

　申込用紙に記入し、工学部１号館604研究室（萩谷）ドアの封筒に提出。5/19（土）まで。

・希望者が募集人数を上回った場合

　申込用紙の記入内容と本人の学修状況などを参考に選考する。

・問い合わせ先

　　知識工学部（化学）萩谷　宏　070-6115-9888　e-mail: hiroshi.hagiya@nifty.ne.jp

・情報提供はwebサイトで行っている

　http://www.hagiya.org/fiji/
